
問 環境政策課☎内線1563

わん
こんやに

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
室
内
・

室
外
に
関
係
な
く
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
10
頭
を
超

え
る
飼
育
の
場
合
は
、
犬
も

猫
も
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出（
多
頭
飼
養

届
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
際
は
、
適

正
頭
数
や
、
経
済
的
・
体
力

的
な
準
備
、
飼
育
に
関
す
る

知
識
は
万
全
か
、
よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。

ごはん大好き！抱っこ大好き！毎日元気いっぱいです。

ドッグラン市民無料開放日について

現在、休止させていただいています。再開等については、

市ホームページおよび広報紙にてお知らせします。

掲載わん・にゃん募集中！　環境政策課までご連絡ください

Ｗ家（柏田町）のラムネちゃん（メス・3才）

パブリックアート

　パブリックアート、という言葉を聞いたことが

ある人も多いのではないでしょうか。パブリッ

クアートとは一言でいうと「公共空間での美術作

品」という意味です。芸術作品が美術館の中で、特

定の人たちだけが観るものであったのに対し、公

共空間で一般の人が共有することになったとい

うことは、芸術作品のあり方として大きな転換で

した。

　1960年代以降に発展したパブリックアートは、

当初は均質的な都市の風景を差別化するための

手段としての側面も強かったものの、次第に設置

される作品の幅や目的も広がっていきました。今

は住民との共同制作による作品など、その土地

の風景との調和だけでな

く、そこに住む「ひと」との

関係に重点を置いた作品

も多くなっているようです。

　パブリックアートとはただ野外に設置した作

品を鑑賞するということだけでなく、親しんだ風

景の中に現れ、それまでとは少し違う風景に変化

させる仕組みだと言えるでしょう。

「平成30年度牛久市中央生涯学習センターロータリー作品展示」　

展示期間：4月24日（火）から約1年間　

場　　所：中央生涯学習センターロータリー

作　　品：��The Circulation Of The Earth：Horn（大地の循環：ホルン） （作：深谷直之）

問　文化芸術課

　　☎871-2300
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▲根本雅人「Guri's Robot」

（平成27年度展示作品）

◀村上九十九

「神々の椅子・Ⅷ―再生の杖」

（平成23年度展示作品）
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